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 狩猟鳥獣 49種の現況 

 

 



 ＜１＞カワウ（Phalacrocorax carbo） 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：秋田県（DD）・千葉県（D）・大阪府（要注目）・

大分県（LP） 

【生息状況等】本州と九州に生息。四国は冬季に見られる。 

 

第２回自然環境基礎調査（以下基礎調査）（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（カワウ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるカワウの捕獲状況 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



   

 

 

カワウの有害捕獲数の推移                               近年の推移 
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＜２＞ゴイサギ(Nycticorax nycticorax) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：奈良県（注目種） 

【生息状況等】本州以南に広く分布し、本州北部以北はでは夏鳥。北海道では少ない。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（ゴイサギ） 

 

   

野生鳥獣情報システム（WIS）によるゴイサギの捕獲状況 

 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



 

 

 

ゴイサギの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                 近年の推移 
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＜３＞マガモ(Anas platyrhynchos) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：栃木県（C）・長野県（LP） 

【生息状況等】冬鳥として全国に渡来し、北海道と本州各地で少数が繁殖。 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（マガモ） 

 

 

第３回基礎調査分布図（マガモ） 

 

 

 

 



 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるマガモの捕獲状況 
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マガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                   近年の推移 

 

 

 

 

 

 

 

ガン・カモ調査による個体数推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜４＞カルガモ(Anas poecilorhyncha) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：－ 

【生息状況等】全国各地の水辺で繁殖。北海道では、冬季はほとんどが南へ飛去する。 

 

 

 第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（カルガモ） 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるカルガモの捕獲状況 

 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 
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カルガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                  近年の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガン・カモ調査による個体数推移 
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＜５＞コガモ(Anas crecca) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：－ 

【生息状況等】冬鳥として渡来する。北海道や本州の一部の山地で少数が繁殖。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（コガモ） 

 

 

第３回基礎調査分布図（コガモ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるコガモの捕獲状況 

コガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                   近年の推移 

   

                

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009

コガモ

コガモ

（羽数）

（年度）

 

ガン・カモ調査による個体数推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜６＞ヨシガモ(Anas falcate) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：青森県（C）・岩手県（D）・千葉県（B）・東京都

（区部：CR、北多摩：CR、南多摩：CR、西多摩：CR）・新潟県（NT）・富山県（準絶滅危

惧）・石川県（NT）・福井県（県域準絶滅危惧）・滋賀県（希少種）・奈良県（希少種）・鳥

取県（NT）・山口県（NT）・高知県（VU） 

【生息状況等】冬鳥として渡来するが、羽数は多くない。北海道では少数が繁殖する。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（ヨシガモ） 

 

 

第３回基礎調査分布図（ヨシガモ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるヨシガモの捕獲状況 

ヨシガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                   近年の推移 
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ガン・カモ調査による個体数推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜７＞ヒドリガモ(Anas Penelope)  

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：－ 

【生息状況等】冬鳥として渡来。 

 

第３回基礎調査分布図（ヒドリガモ） 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるヒドリガモの捕獲状況 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



 ヒドリガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                    近年の推移 
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ガン・カモ調査による個体数推移 
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＜８＞オナガガモ(Anas acuta) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：高知県（VU） 

【生息状況等】冬鳥として全国に飛来する。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（オナガガモ） 

 

 

第３回基礎調査分布図（オナガガモ） 

 



野生鳥獣情報処理システム（WIS）によるオナガガモの捕獲状況 

 

オナガガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                 近年の推移 
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ガン・カモ調査による個体数推移 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

35,000 

羽
数

年度

有害鳥獣駆除

狩猟

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 

16,000 

18,000 

羽
数

年度

有害鳥獣駆除

狩猟

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜９＞ハシビロガモ(Anas clypeata) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：青森県（C）・秋田県（NT）・高知県（VU） 

【生息状況等】冬鳥として渡来し、北海道で少数が繁殖する。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（ハシビロガモ） 

 

 

 第３回基礎調査分布図（ハシビロガモ）  

 



野生鳥獣情報システム（WIS）によるハシビロガモの捕獲状況 

 

ハシビロガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                   近年の推移 
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ガン・カモ調査による個体数推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜１０＞ホシハジロ(Aythya ferina) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：－ 

【生息状況等】冬鳥として全国に渡来。北海道で繁殖例がある。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（ホシハジロ） 

 

 

 第３回基礎調査分布図（ホシハジロ） 

 



野生鳥獣情報システム（WIS）によるホシハジロの捕獲状況 

ホシハジロの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                    近年の推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜１１＞キンクロハジロ(Aythya fuligula) 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：－ 

【生息状況等】冬鳥として北海道南部から沖縄に渡来。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（キンクロハジロ） 

 

 

 第３回基礎調査分布図（キンクロハジロ） 



野生鳥獣情報システム（WIS）によるキンクロハジロの捕獲状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キンクロハジロの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                  近年の推移 

 

 

 

 

 

 

 

ガン・カモ調査による個体数推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜１２＞スズガモ（Aythya marila） 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：千葉県（D）・東京都（区部：留意種） 

【生息状況等】冬鳥として全国に渡来。沖縄では少ない。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（スズガモ） 

 

 

第３回基礎調査分布図（スズガモ） 

 



 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるスズガモの捕獲状況 

  スズガモの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                   近年の推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜１３＞クロガモ（Melanitta nigra） 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：秋田県（NT）・山形県（NT）・東京都（区部：DD）・

福井県（要注目）・愛知県（NT）・徳島県（絶滅危惧Ⅱ類）・福岡県（絶滅危惧Ⅱ類） 

【生息状況等】主に北海道から東海、北陸地方に冬鳥として渡来。北海道の一部で繁殖する。 

 

第３回基礎調査分布図（クロガモ） 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるクロガモの捕獲状況 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



 

 

  

クロガモの狩猟個体数の推移                        近年の推移 
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＜１４＞エゾライチョウ（Tetrastes bonasia） 

【レッドデータブック】環境省：DD 都道府県：北海道（R） 

【生息状況等】北海道に分布。 

 

 

 第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（エゾライチョウ） 

 

     エゾライチョウの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                 近年の推移 

 

 

【野生鳥獣情報システム（WIS）による捕獲状況】北海道の情報がない。 
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＜１５＞ウズラ（Coturnix japonica） 

【レッドデータブック】環境省：VU 都道府県：北海道（R）・青森（A）・岩手県（B）・宮城県（CR

＋EN）・福島県（A）・栃木県（A）・群馬県（EN）・埼玉県（EN）・千葉県（A）・東京都（区

部：CR、北多摩：CR、南多摩：CR、西多摩：CR）・神奈川県（絶滅危惧Ⅱ類）・富山県（情

報不足）・福井県（要注目）・山梨県（DD）・長野県（CR）・静岡県（VU）・愛知県（VU）・

三重県（DD）・京都府（絶滅寸前種）・大阪府（絶滅危惧 I類）・奈良県（絶滅寸前種）・

和歌山県（準絶滅危惧）・岡山県（情報不足）・山口県（NT）・徳島県（絶滅危惧Ⅱ類）・

香川県（DD）・愛媛県（DD）・高知県（EN）・福岡県（情報不足）・長崎県（DD）・熊本県（DD）・

大分県（DD）・宮崎県（VU）・鹿児島県（情報不足） 

【生息状況等】おもに本州中部以北で繁殖し、中部以南で越冬する。九州でも繁殖例がある。北

海道や東北で繁殖したものは冬季には日本の南部や東南アジアへ渡るが、大陸から渡っ

てきたものも日本で越冬する。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（ウズラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるウズラの捕獲状況 

 

 

 

      ウズラの狩猟個体数の推移                        近年の推移 
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※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜１６＞ヤマドリ（Syrmaticus soemmerringii） 

【レッドデータブック】環境省：(NT) 都道府県：青森県（C）・岩手県（D）・栃木県（C）・千葉

県（C）・東京都（北多摩：DD、南多摩：EN、西多摩：VU）・神奈川県（絶滅危惧Ⅱ類）・

石川県（NT）・岐阜県（準絶滅危惧）・静岡県（NT）・三重県（NT）・滋賀県（その他重要

種）・京都府（準絶滅危惧種）・大阪府（準絶滅危惧）・兵庫県（要注目種）・和歌山県(準

絶滅危惧)・山口県（EN）・香川県（NT）・愛媛県（NT）・高知県（DD）・福岡県（絶滅危惧

Ⅱ類）・佐賀県（情報不足種）・長崎県（NT）・熊本県（NT）・大分県（NT）・宮崎県（NT） 

【生息状況等】本州から九州に分布する日本の固有種。 

 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（ヤマドリ） 

 



 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるヤマドリの捕獲状況 

 

 

 

 

ヤマドリの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                    近年の推移 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 

800,000 

900,000 

羽
数

年度

有害鳥獣駆除

狩猟

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

70,000 

羽
数

年度

有害鳥獣駆除

狩猟

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



＜１７＞キジ（Phasianus colchicus）（亜種コウライキジを含む） 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：東京都（区部：EN、北多摩：VU、南多摩：NT、

西多摩：NT） 

【生息状況等】本州から種子島に分布し、北海道と対馬には移入された亜種コイライキジ

P.c.karpowiが生息。日本の亜種を別種とする説もある。 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（キジ） 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるキジの捕獲状況 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キジの狩猟個体と有害捕獲数の推移                     近年の推移 
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＜１８＞コジュケイ（Bambusicola thoracica） 

【レッドデータブック】環境省：－ 都道府県：－ 

【生息状況等】本州から九州の積雪のない地方に生息する。移入種で、自然分布は中国南部の四

川省。 

 

第２回基礎調査（左）及び第６回基礎調査（右）分布図（コジュケイ） 

 

 

野生鳥獣情報システム（WIS）によるコジュケイの捕獲状況 

 

※全ての都道府県の状況を把握しているものでは

ないため、外部への提供はできません。 



コジュケイの狩猟個体数と有害捕獲数の推移                    近年の推移 
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